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　International Neuropsychological Society は，脳と行動の理解を深めるため，神経心理学者
のコミュニケーションを促進する目的で1967年に設立された。神経心理学は，脳と行動の関連を
探る学問である。その一方で，外傷や血管系の疾病により脳に損傷をうけた患者のリハビリテー
ションやQuality of Life に貢献するという現実的な要請に対応することが求められる分野でもあ
る。すなわち，基礎と応用の双方の側面が密接に結びついた心理学が神経心理学である。その

















と呼ばれるものである。International Neu ro psy-





The International Neuropsychological Society



























　筆者は，この大会でポスター発表を行った。“Leftward attentional biases in Framed-line 
Test among East Asians”と題した発表は，疑似無視の文化差について検討したものであった。
疑似無視とは，視野の左側への注意分配が過剰になるバイアスのことを指す。右半球の損傷に
より，その反対側視野への注意分配が行われなくなるという半側空間無視の症状に着想をえて，
疑似無視と名付けられた。これまでの研究から，西洋人は幅広い範囲に注意を向けることが知ら
れており，その逆に東洋人は狭い範囲に注意を向けることが知られている。このような注意分配
の文化差の影響を今回の発表では検討した。多文化主義を標榜し，様々な国からの移民を受け
入れるノルウェーの国柄を反映してか，文化差に対する興味は参加者間でも高く，今回の発表で
は多くの質問やコメントを受けた。それらに基づく議論は大変生産的なものであり，今後の研究
の発展にとっても大変有意義なものとなった。
図2　オスロの町並み
